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 珪藻類をはじめとする多くの微細藻類は，海水中で効率よく無機炭素を取り込むために

CO2濃縮機構 (CO2-concentrating mechanism: CCM)を有している．ピレノイドは，葉緑体内

に存在するribulose-1,5-bisphosphate carboxylase/oxygenase (RubisCO)を多量に含むタンパク

質顆粒であり，CCMにおいて重要な役割を果たしていると考えられている．しかし，これ

までに珪藻類のピレノイドが単離されたことはなく，RubisCO，2 つのβ型carbonic anhydrase 
(PtCA1 及びPtCA2) 及びfructose-1,6-bisphosphate aldolaseがピレノイドに局在することがわ

かっているのみで，ピレノイドの生化学的構造及び機能についてはほとんどわかっていな

かった．そこで，本研究では海洋性珪藻Phaeodactylum tricornutumのピレノイドの機能解明

を目的とし，新規ピレノイドタンパク質の探索及び機能同定を目的として研究を行った． 
 緑藻Chlamydomonas reinhardtiiのピレノイド近傍に局在するタンパク質の 1つにLCIBが

あり，CCM において重要な役割を担っていることがわかっている．そのホモログが珪藻に

も存在することがわかっていた．そこで，P. tricornutum の 4 つの LCIB ホモログの機能解

析を行った．これまでに，LCIB ホモログのうちの一つ Pt43233 はピレノイド貫通型チラコ

イドに局在し，P. tricornutum における高親和性光合成に関与することが示唆されていたも

のの，そのタンパク質の機能は未解明であった．この LCIB のホモログの配列の解析によ

り，システイン，グリシン及びヒスチジンを多く保存した領域が存在することから，これ

らを CGH-rich family と名付けた．大腸菌による組換えタンパク質の発現及び精製を行い，

CA 活性の測定を行った．その結果，Pt43233 は CA 活性が見られた．また，CA にはエス

テルの加水分解活性 (エステラーゼ活性) もあることが知られており，エステラーゼ活性

の測定を行った結果，活性が確認できた．しかし，CA 活性が低かったため，Pt43233:GFP
発現珪藻より免疫沈降により Pt43233:GFP を取得し，その活性を測定した．その結果，他

の既に報告されている CA と同様の CA 活性が見られた．また，ほとんどの CA では活性

部位に亜鉛イオンを配位していることが知られているため，組換え Pt43233 の亜鉛含有量

を調べた．その結果，Pt43233 も亜鉛を含有していることがわかり，これらの結果より，

CGHR family は新規の亜鉛配位 CA であることが示され，これらの CA をθ型 CA とした． 
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